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A Report on the Omunibus Lecture on "Human Rights and Discrimination"
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The omnibus lecture on ``human rights and discrimination has been set up since April, 1995. In

this programme the lecturers of history, literature, and sociology have discussed discrimination

problems of the Japanese traditional caste, Japanese Korean, and women･ And other lecturers of law

and education have discussed the theoretical problems of human rights and discrimination. Since

students are highly interested in these problems, we must improve the form and content of our lecture

to meet students demands.
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1.開講の経緯　　　　　　去:孟三三≡芸芸芸三三≡:芸o車…芸tnl…左'ょ三去芸/:

一昨年(1994年)の8月末､大学教育開発研究セソ　　　る小学校社会(歴史)や日本史の講義のなかで､毎年､

タ-長の吉村先生から､人権や差別に関わる総合科目　　15コマのうち6コマ程度を充てて､日本における被差

を開設して欲しいとの依頼を受けた｡なぜ､小生に､　　　別民の形成･展開史を語るようにしてきたというのが､

このような難題をもってきたのかと思いつつも､とり　　　この問題に関する小生のわずかな教育経験であったo

あえずその時は､学内の先生方と相談のうえ､前向き　　　大学における人権教育がどうあるべきかということ自

に考えてみたいと返答したと記憶している｡　　　　　　　体､さまざまな議論があるのに加え､教養教育からも

たまたま､当時､教養教育総合科目専門委員会の学　　　久しく遠ざかっていたため､しばし頭を悩ますことに

部委員をしていたこと､また､ 1990年の三国TJーけこおけ　　　なった｡

るワソダーフォーゲル部の行動(臥)が問題化し､ 1991　　　　月に入ってから､人文学部の小林昌二･矢田俊文

年の夏以降､学生部協議会において大学の対応のあり　　　両先生や法学部の成島隆先生にご相談したが､三先生

方について検討されたことがあったが､この間題の処　　　とも積極的に対応して下された｡三先生との相談の結

置をめぐって､なおも検討が継続されていた1992年4　　　果､総合科目｢人権と差別｣の開講に向け､おおよそ

月から､学生部協議会委員として議論に加わった経験　　　次のような方針を立てることが出来た｡

があったことなどから､吉村先生のお話をむげに拒否

することは出来ないとも感じたのである｡　　　　　　　　　1)取り上げる内容としては､部落問題のみならず､

ワンダ-フォーゲル部事件に先立ち､ 1989年に小千　　　　　女性差別､在日朝鮮人･韓国人間題､障害者や少

谷西高校における事件(江2)が起きた際､教育学部では　　　　　数民族間題など､あらゆる差別問題を視野に入れ

色々な議論があったが､当時の高山次嘉学部長から､　　　　　ること｡

教授会の場において､人権教育に積極的に対応して欲　　　　2)歴史学･法学･社会学･文学･教育学など様々

-127-



な学問分野か らア プ ロ
ー チす る こと｡

3) 政治論 ･ 運動論として は ､ 立場 の異なる先生方

がおられるか もしれな い が ､ あくまで学問論を展

開する場として ､ 多様な立場から, 総合科目に参

加 して い ただくこと｡

以 上 の ような方針の もと ､ まず ､ 各学部か ら､ こ の

総合科目に参加 して い た だけ る先生方を推薦 して い た

だき､ と りあえず13 名 の先生方からなる講師者集団を

設定 した ｡ 以下､ 今年度どの ように実施 したかを簡単

に述 べ て み よう｡

2 . 授業計画

｢ 晩より始め よ+ で ､ 今年度は ､ 私が世話役とな り､

他 に 五人 の先生方にお願い して ､ 前期 2 単位 の 科目と

して ､ 各 2 コ マ ず つ 担当 して い ただくこ とと した ｡

本年度の講義概要は以下の ごとく である｡

〔講義概要〕

基本的人権の尊重をうた っ た 日本国憲法が制定され

てか ら半世紀近く経過 しま した ｡ しか し､ 現在 の 日本

には､ なおも､ 被差別部落や在日韓国人 ･

朝鮮人 ､ 女

性や障害者の 問題 ､ さらに は教育の 現場における ｢ い

じめ+ の 問題や エ イ ズ の 問題等 々 ､ 基本的人権や人間

の 尊厳にかかわる未解決な問題 ､ 新た に生起 してく る

人権に関わる問題な ど､ 日本国民が克服す べ き課題は

多く残されて い ます｡

こ れら の諸問題が ど の ような歴史の 中で形成され､

どの ような現状にあるの か ､ 歴史学 ･ 法学 ･ 社会学 ･

文学 ･ 教育学等の 諸分野からア プ ロ
ー

チ して考え て い

きた い と思います ｡

〔授業計画〕

(D 田村 裕 (教育)

②芳井研 一 (人文)

③藤石貴代 (人文)

④笹原 恵 (人文)

(参成島 隆 (法)

⑥高山次嘉 (教育)

: 前近代の被差別民の形成をめ

ぐ っ て

: 近現代の 被差別民をめ ぐ っ て

: 在 日朝鮮人 ･ 韓国人の問題を

め ぐ っ て

: 女
▲

性差別を め ぐ っ て

: 憲法からみた差別の 問題

: 人権教育- そ の 理論 と方法-

本来ならば､ 開講に先立ち､ 授業担当者が全員集ま っ

て打ち合わせ をし､ 講義 の全体像や 目的など検討す べ

きと こ ろ で あるが ､ お願 いす るだけで も気が引けて い

た こ ともあり､ 電話 で簡単に説明 した だけで 了解を取

り､ とりあえず実施に移す ことと した ｡ 授業計画の作

成までが重要で あり ､ 世話役の役割は ､ こ こま で で 9

割がた果た した と考え て い た ｡

3 . 講義の実施

第
一

回 目 ( 4 月13 日 ･ 木) は ､ 聴講票の受け付けと

若干の ガイ ダ ン ス を行う ことを予定 して い たが ､ 定員

15 0 名 の と こ ろ､ 3 倍以上 の 学生た ちが教室や廊下に

あふ れ て い た ｡ 五十嵐キ ャ ン パ ス で の 教養授業はは じ

め て で ､ ま っ たく予想もして い なか っ た の で ､ 最初か

ら予定を変更せ ざるを得な い 事態とな っ た ｡ そ の 日は ､

定員を15 0 各 に絞り込む必要があ ると考え ､ 学生諸君

に次の ような聴講人数絞り込み の 原則を伝えた ｡ 1) 低

学年を優先 した い こと ｡ 2) 聴講希望者数に応 じて ､ 各

学部か ら
一

定 の 割合で 受講生をと りた い こ と ､ 3) 強く

受講を希望する諸君は ､ 聴講票の 裏に受講希望の理 由

を書い ておく こと｡ 以 上 の ような方針を述 べ ､ ｢ 講義

概要+ により次週以下の予定を話 したうえ で ､ 聴講票

を受理 し､ 来週月曜日に聴講許可老を掲示板に張り出

すこ とを伝えた｡

研究室に戻り ､ 聴講票を数えたと こ ろ ､ 4 7 0 枚 は越

え て い た ｡ 法学部の 学生の み で ､ 22 0 名 の 受講希望が

あ っ た｡ 学生諸君に伝えて あ る原則をもとに ､ 最終的

には人文16 名､ 法74 名､ 経済16 名､ 教育10 名 ､ 理 6 名 ､

工24 名 ､ 農4 名 ､ 計15 0 名の 聴講を認め る ことと した ｡

学生 の意向を無視した 一

方的な作業で あ っ たた めか ､

後 に ､ 受講をはずされた学生か ら､ 手紙 で 抗議を受け

た こともあ っ た ｡ こ の ような場合､ 諸先生方はどの よ

うに対処されて きた の か ､ そ の ノ ウ - ウを体得して お

く べ き で あ っ たと思 っ て い る｡

と こ ろ で講義内容の 方で あるが ､ 前述 した ように小

生の 場合 ､ こ こ 5
- 6 年､ 教育学部で約 6 コ マ を充 て

前近代における被差別民の 形成 ･ 展開史を講義 して い

るが ､ こ れ を ､ 2 コ マ 分に集約 して 話 した ため , 学生

諸君の 理解度を確認 し つ つ 進め るわ 桝 こ は い かなか っ
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た ｡ 配布した レ ジ ュ メ ･ 資料 の プリ ソ トが3 0 枚､ こ れ

を 2 コ マ で こなした ため ､ い か に
一

方的 で か つ 慌た だ

しい 講義がなされたか が推測され よう｡ た だ､ 日本列

島にどのように被差別民が形成されて きた の か ､ 一

千

年以上も前 ､ 平安期に発生してきた被差別民が ､ 現在

に至るまで存続 した 理由はなぜ な の か等､ 学生諸君に

も っ とも認識 して 欲 しか っ た こ とは ､ ほ ぼ伝える こ と

が出来たと思 っ て い る｡

小生分の講義を終えた後も､ 各先生の 講義を出来る

だけ耳恵講させ て い ただ い た ｡ それぞ れ内容が豊富で ､

ま た学生を主体的に参加させ る授業方法など ､ 役得と

は い え ､ 何よりも小生自身が勉強させ て い ただくこと

が多か っ た と いう感がある｡ しか し､ い ずれの先生も､

2 コ マ ず つ の講義で は時間が足りなか っ た の で はな い

か との 印象をも っ た ｡

4 . 成績評価の方法

総合科目の場合､ どの ように して成績を評価す るか

講義全体の 方法 ･ 目的と相侯 っ て ､ 必ず しも
一

応 で は

なかろう｡ 事前に担当の先生方との打ち合わせがなか っ

た ため ､ 小生 の
一

存で決めたが ､ こ れが必ず しも適切

で はなか っ た ようで ある｡ ｢ 人権と差別+ は今年度が

初年度 で あ っ た ため ､ 授業担当者がそ れぞれ ど の よう

な講義をした のか ､ 担当者の先生方に伝える ことも狙 っ

て ､ 夏期休暇に入 る前に ､ 受講生に次の ような課題を

与えた ｡

① 6 名 の教官の 各講義内容を簡単に整理 したうえ

で ､ それぞ れに コ メ ソ ト ( 意見 ･ 感想) を付すこ

と ｡

(勤 6 名 の教官の 講義内容に関わる課題を 一 つ 自ら

設定 し､ 参考文献な どを読んだうえ で ､ レ ポ
ー ト

にま とめ る こと ｡

③ ① ･ (参両方の 作業を行い ､ ②で選んだ課題に関

わる担当教官研究室に ､ 9 月末まで に提出する こ

と｡

こ の後 ､ 述 べ る ように学生の授業の 出席率は想像し

て いた よりも高か っ た ｡ 大学教育開発研究 セ ソ タ
- が

実施 した授業改善の ため の ア ン ケ ー ト調査に よると ､

本講義に ､ ほ ぼ全回出席 した学生は87 % に の ぼ る｡ 小

生が聴講 した先生方の授業も最終回の高山先生の 講義

に至 るま で ､ 空席が 目立 つ ことはなか っ た ｡ しか し､

レ ポ ー トを提出した学生は ､ 1 50 名 の 内の 3 分の 2 程

度 の1 0 0 名強 で あ っ た ｡ 明らか に レ ポ
ー ト の課題が荷

重で あ っ たと思われる｡

なお ､ レ ポ ー

ト の 採点は ､ それぞ れの 基準によ り､

担当 の先生方にお願い する こ とに した ｡

5 . 学生の評価

9 月 8 日､ 1 4 回 目をも っ て 本講義の 最終と した が ､

こ の 日 は ､ 若干 のまとめを行 っ たうえ で ､ セ ソ タ - か

ら要請され て い た ア ン ケ ー

ト調査を実施し､ さらに ､

こ れとは別個に ､ 本講義に つ き感想や 意見を 自由に書

い て もらうことを予定 して ､ 教室に入 っ た ｡ しか し､

空席が非常に多か っ た の に驚い た ｡ お そらく レ ポ - 卜

の課題の 内容により､ こ の時点で ､ 単位取得をあきら

めた学生が多く出たの で あろう｡ 回収 した ア ン ケ ー ト

は99 枚｡ 9 月末に提出された レ ポ ー ト は10 1 人分 であ っ

た ｡ 約 3 分の 1 が脱落 した ことに なる｡

なお ､ 独自に学生に書い て もら っ た講義の 感想や意

見は (匿名でも可 と した) ､ 今後 の授業改善の意味も

あり､ す べ て を コ ピ
ー し て担当の 先生方全員と､ 次年

度の 世話役をお願い して い る人文学部の矢田俊文先生

に配 っ た ｡

そ こ に書かれて い る学生の こ の 講義全体的に対する

評価は ､ 最後に出席 して い た9 9 名 の分で あるが ､ 受講

結果を積極的にとらえ る意見が多か っ た ｡ た だ ､
一

人

2 コ マ と い う授業の 時間に つ い て は､
一

つ
一

つ の テ
ー

マ が 重要なもの で あるた め ､ もう少 し時間をかけ て 欲

しか っ たとい う意見が多数み られた ｡

の ちに ､ 大学教育開発研究セ ン タ
ー か ら送 られてき

た本講義に関する授業改善の ため の ア ン ケ ー ト の集計

結果の
一

部を次に紹介しておきたい ｡ 昨年四月に刊行

された 『大学教育研究年報』 ( 第 1 号) の8 6 - 90 頁 に

収載され て い る ｢ 平成 6 年度授業改善の ため の ア ソ ケ -

ト調査科目群別集計+ と比較すると ､ 本講義に対する

学生の 意識の 分布の
一

側面を読み とる こ とが出来よう

か｡

(彰 ｢ こ の講義を選択 した理 由+ に つ い て は ､ ｢ 講
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義概要を見て内容に興味をも っ た+ とい う学生が ､

87 . 9 % を占め た｡

② ｢ 講義 の難易度+ に つ い て は ､ ｢ 全体と して わ

か りやすか っ た+ と い う学生が2 6 . 3 % ､ ｢ わか り

にくい 点もあ っ たが ､ 全体と して はかなりわか り

やすか っ た+ とす る学生が5 6 . 6 % ､ あわせ て8 3 %

近く の 学生が ｢ わかりやすか っ た+ と評価して い

る｡

(参 ｢ 受講 の 結果 ､ どの ようなものが 得られま した

か+ (複数回答可) と いう質問事項には ､ ｢ 興味

をも っ て い た 内容に関心 が深ま っ た+ とい う学生

が4 4 . 4 % ､ ｢ こ の 分野 の学問に対する関心が深ま っ

た+ と い う学生が5 0 . 5 % ､ ｢ 教養と して の知識や

考え方が得られた+ と い う学生が3 2 . 3 % と肯定的

意見が こ こ で も多くみ られ､ ｢ 特 に何も得られな

か っ た+ と いう否定的学生は 1 % にすぎなか っ た｡

以 上 ､ ア ン ケ
ー トの 集計結果の

一

部を抜き出したも

の で あるが ､ ①から､ 人権 ･

差別とい う現代的課題 ､

そ の歴史的背景に対す る学生の 関心 は ､ きわめ て 高い

も のが ある こ とが わか る｡ ②の 全体と して わか りやす

か っ た とする評価や ､ (参の ｢ 受講 の結果
･ ･ - ･

得 られた

もの+ に対する評価は ､ 小生以外の担当の 先生方の 熱

意と技量に よると こ ろが大きか っ たも のと推測される｡

文字通 り試行錯誤の うえ で 踏み 出した総合科目で あ

るが ､ 学生 の興味 ･ 関心をある程度とらえうるテ ー

マ

で あ っ た た め ､ 学生か らはそれなり の 評価は得た もの

と考える｡

しか し､ 学生が主体的に授業に参加するなか で意見

形成を し､ 現代日本が克服す べ き課題に対 して の 歴史

的
･

社会的認識力､ 判断力が育 つ ようなもの とな りえ

たかは ､ 少なくとも小生の 2 時間 の 授業部分に関して

は ､ 教育学部で 時間をかけて行う講義と比 べ ると自信

がもて な い ｡ 今後､ 担当の 順番が回 っ てきた ら､ 内容

も授業形態もさらに検討 したうえ で ､ 学生に向か っ て

み た い と思 っ て い る｡

注
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( 1) 19 9 0 年 3 月 ､ 新潟大学 ワ ソ ダ ー フ ォ
ー ゲ ル 部 の

学生が ､ 三国山偵察登山の 際､ ｢ 殿 ､ 姫 ､ 士 ､ 農､

工 ､ 商 ､ え た ､ ひ に ん+ と書 い た ペ ナ ン トを道標

と して登山 ル ー トに 立 て ､ そ の まま放置して帰 っ

てきたもの が ､ の ちに発見され､ 解放同盟新潟県

連か ら大学の責任を問われた
一

件｡

(2) 1 9 8 9 年 6 月 に ､ 小千谷西高校におい て ､ 非常勤

講師をして い た教育学部の卒業生が ､ ｢ 政治 ･ 経

済+ の授業で ｢ ユ タ ･ 非人は江戸時代の罪人であ っ

た+ と講義 し､ 問題とな っ た
一

件｡




